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工学の幅広い分野で使わ薇,か つ解析上の強力な手段となり得る応用数学の基本
的な2つ の分野として,複素関数論と変分法を撃 り挙げ,数学的センスを身に付ける
ことを狙った講義を行なう.

具体的には,複素関数論ではがウス千面の概念から始めて,工則関数とコーシー・リーマン
の条件,留数定理まで,変分法では物理現象に対する数学モテ

゛
ルの作成に重点を置い

て講義 し,付帯条件付きの変分問題として所調等周問題に言及する.何薇も,数学
的な蔵密さに拘ることなく,力 学・流体力学・振動問題などへの適用を念頭に置い

た内容である.

次目

第 I部 複 景 関数 論
ベージ

複 景 数 … … … … … … … … … … … … … ・ 1第 1章
§1。 1

§1。 2

§1.3

§1。 4

§1.5

§1.6

§1。 7

§1.8

複素数 とが ウス千 面

オイラ"の /Ak式

複索共役

四貝1演 算  ¨……………………………………………………………………………………
乗法 の幾何 学

加法・減法 の幾何 学 と三 角不等 式  …………………1・ …………………。・‥………・
ド・モアフ

゛
ルの /Ak式 とその応 用 ………………… 0。・。……・・………00… ……………・

″乗根 とが ウス千 面 …………………………………………………………………………

1

2

2

2

3

4

5

5

7

7

7

8

10

10

11

11

12

13

13

15

17

18

19

第 2章 初 等 関
§2.1 1次 関数
§2.2 分数関′数芸
§2.3 2次 関数
§2.4千 方根 ″
§2.5 指数 関数

§2.6三 角関数
§2。 7対 数 関数 と
§2.8系 関数 zβ

数 と 写像

多価 Jl■

第 3章
§3.1

§3.2

§3.3

§3。 4

§3。 5

複 景

事 関 数

関 数 の微 分 と 正 則 関 数

コーシー0リ ーマン条件

コーシ"・ リイ ン条件 の別解釈

夕等関数の専 関数 ・……(

二関数の専関数 と工貝l al■



第 4章
§4e l

§4.2

§4.3

§4。 4

§4.5

§4。 6

§4.7

§4.8

第 5章
§5。 1

§5.2

§5。 3

§5。 4

留数 の定理

留数 の定理

定積 分 の計 算

定積 分 の計 算

定積 分 の計 算

複 素 積 分 ・… … … … … … … … … … … … … … … … … … … …・

繰積 分 と面積 分  ・・…………00… …………………………………………………………

複景 関数 の積 分法 とコーシーの積 分定理

と 定積分の計算

22

22

23

24

26

27

28

33

33

34

36

38

40

40

40

42

46

コーシーの積 分 定 理

コーシーの積 分 /AX式  ……・。‥‥……………………………………………………………・
モンラの定 理  ‥…………・・………………………………・0… ……………・・………・・ ・̈
フーリエニ 変換 の証 明 ‥……………………・・……………………………………………
テイラー晨 聞 ・・…………………………・・…………・・…………………………00… ……… 29
特異点 と ローラン展 開 ……………,・ ……………………………・:… ………………… 30

(i)

(五 )

(面 )

第 6章
§6.1

§6。 2

§6.3

§6.4

第 7章
§7.1

§7。 2

最短 曲象 と 彙 速 昨下 繰

多くの関数が ある場合の変分

付 帯 条 件 付 き 変 分 問 題 ‐…等周 問 題 …‐ ………………………… 48

等 周 問 題 …………………・・・。………………………・・‥…………………………… 48
多くの関数がある場合 の等 周 問題  ………………………………………………… 49

第Ⅱ部 変 分 法

変 分 原 理

汎関数 と 詐 容 関数  ……………………………………0000… …………………………
変 分 と オイラーの方程 式 ………………………………………………………………・

ペー ジ




